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施設インフォメーション

4月5日㈯
・ 6日㈰

第9回
ペットカーニバル※

4月11日㈮
〜14日㈪ 日本海骨董＆大蔵ざらえ

4月19日㈯
・ 20日㈰ 2014春ニットフェア

5月3日㈷
〜5日㈷

ＫＦＢマンモス
フリーマーケット2014※

4月11日㈮
〜13日㈰

押花アート
芳賀多喜子と６人展

4月14日㈪
〜20日㈰

第27回
ふくしま美術クラブ展

5月3日㈷
〜6日㉁

2014ふくしま
洋蘭愛好会蘭展

5月30日㈮
〜6月2日㈪

ＦＴＶカルチャーセンター
絵手紙季節つれづれ展

4月6日㈰ 新日本舞踊 松栄流
第35回　桜まつり

4月20日㈰ 竹内ひとみバレエスクール
第24回福島教室発表会

4月26日㈯
・ 27㈰

第32回
波恵ダンス発表会※

4月29日㈷ 福島南高校吹奏楽部　
第25回定期演奏会※

5月4日㈷ 福島東高校吹奏楽部　
第31回定期演奏会※

※有料のイベントです（他のイベントは入場無料）
◦予定につき内容が変更される場合があります。この他にもたく
　さんのイベントが開催されます。

ビッグパレットふくしま

コラッセふくしま

福島県文化センター

郡山市南二丁目　☎ 024(947)8010

福島市三河南町　☎ 024(525)4098

福島市春日町　☎ 024(534)9191

「ちひろ美術館コレクション
　　　世界をめぐる絵本の旅」
子どもを終生描いた絵本作家・いわさきちひろ（1918～1974）。
世界初の絵本美術館、ちひろ美術館の2万余点を超える世界各地
の絵本画家の作品の中から、珠

しゅ
玉
ぎょく

の作品約150点を厳選して展覧
します。
◉開催期間：4月26日㈯〜6月1日㈰
◉観覧料：一般・大学生800円、高校生以下無料
◉休館日：4月30日㈬・5月7日㈬・12日㈪・19日㈪・26日㈪

「写真展　東北－風土・人・くらし」
写真評論家・飯沢耕太郎氏の監修のもと、東北にゆかりの
ある、世代も表現もさまざまな10組の写真家による作品
で構成した写真展です。国際交流基金によって企画され
ました。
◉開催期間：4月19日㈯〜5月18日㈰
◉入館料：一般・大学生500円、高校生200円、
　小・中学生100円
◉休館日：４月21日㈪・30日㈬・5月7日㈬・12日㈪

「化石水族館 太古の魚類展」
１階「海・生命の進化コーナー」に魚類の化石のイラスト
を展示します。
◉開催期間： 4月19日㈯〜6月29日㈰
◉入館料：一般・大学生1,600円、
　高校生・小中学生800円、未就学児無料
◉年中無休

ふくしま復興展「発掘された大堀相馬焼」
ふくしまの個性豊かな文化を全国に向かって発信する企
画展示です。今回は、浪江町中平・後田・仲禅寺遺跡の発掘
調査などの成果から、近世・近代の大堀相馬焼について紹
介します。
◉開催期間：4月26日㈯〜６月29日㈰
◉入館料：無料
◉休館日：4月30日㈬、5月7日㈬、12日㈪、19日㈪、26日㈪、

6月は毎週月曜日

「ユーステノプテロン」 （画・友永たろ）

「いわさき ちひろ《小鳥と少女》
1971年」

「浪江町中平遺跡出土の大堀相馬焼」

津田直「加茂青砂．秋田フィールドノート」
（縄文遺跡・男鹿半島・夜ノ森）

福島県立美術館　　福島市森合字西養山 1  ☎ 024(531)5511検索  

福島県立博物館　　会津若松市城東町 1-25　☎ 0242(28)6000検索  

福島県文化財センター白河館　まほろん　　白河市白坂一里段 86　☎ 0248(21)0700検索  

環境水族館　アクアマリンふくしま　　いわき市小名浜字辰巳町 50　☎ 0246(73)2525検索  

　
県
で
は
、
県
民
全
体
で
森
林
を

守
り
育
て
、
将
来
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
森
林
環
境
税

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
活

用
し
、
小
中
学
校
で
の
森
林
環
境

学
習
の
支
援
や
、
水
源
区
域
や
災

害
を
防
ぐ
機
能
を
持
つ
森
林
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
向
け
、
県
産
木
材
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

図
書
館
、
集
会
所
、
公
園
な
ど
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
施
設
へ
の
、
県

産
木
材
を
使
用
し
た
本
棚
や
机
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
設
置
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
植
樹
イ
ベ
ン
ト
や
森

林
に
触
れ
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

の
開
催
、
森
林
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
を
行
い
、
県
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
森も

林り

づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
行
い
た
い
な
ど
の
ご
相
談

や
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
森
林
計
画
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
４
２
５

森
林
環
境
税
の

取
り
組
み

〜 

ふ
く
し
ま
の
森
林
を

         

次
世
代
に
引
き
継
ぐ 

〜
検 

索

検 

索

福
島
県
森
林
環
境
税

大学生がプロデュースする福島の旅にとても感動し、心強く思いました。「来てみて初めて分かることがある」私も本当にそう思いました。
( 福島市 40 代女性 )



「
生
物
圏
保
存
地
域
」）への
登
録
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
が
、今
年
6
月
に
登
録
が
正
式

に
決
定
さ
れ
る
予
定
に
な
り
ま
し
た
。詳
し

く
は
左
記
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
春
は
、新
緑
が
美
し
い
只
見
の
ブ
ナ

林
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
県
庁
自
然
保
護
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
１
０

　

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー（
二
本
松
市
）は
、男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。男
女
問

わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、研
修
室
や
図
書
室
、福
祉
機
器
展

示
室
、ビュッフェレ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、宿
泊
の

み
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、ぜ
ひ
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
４
３（
２
３
）８
３
０
１

　

対
象
市
町
村
に
本
店
を
有
す
る
法
人
に
つ

い
て
、震
災
に
よ
り
延
長
し
て
い
た
法
人
県
民

税・事
業
税
の
申
告
納
付
等
の
期
限
を
平
成

　

６
月
20
日
㈮
〜
29
日
㈰
に
県
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る「
第
68
回
福
島
県
総
合
美

術
展
覧
会
」の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門　
日
本
画・洋
画・彫
刻・工
芸
美
術・書

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、作
品
と
と
も
に
次
の
日
時
に
所
定
の
場

所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
日
時　
6
月
3
日
㈫

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

搬
入
場
所　
県
文
化
セ
ン
タ
ー（
福
島
市
春
日

町
）な
ど
県
内
10
カ
所

※
開
催
要
項・申
込
書
は
、最
寄
り
の
県
地
方

振
興
局
や
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
入
手

で
き
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
県
庁
文
化
振
興
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
５
４

　

只
見
町
は
、豪
雪
が
作
り
出
す
雪
食
地

形
に
、ブ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
原
生
林
が
広

く
存
在
し
、ま
た
、積
雪
地
帯
の
伝
統
的
な

生
活
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
は
、こ
の
自
然
と
人
間
と
の
共
生

モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信
す
べ
く
、町
全
域
と

檜
枝
岐
村
の
一
部
地
域
を
ユ
ネ
ス
コエコ
パ
ー

ク（
ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
、自
然
と
文
化
を

守
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
す

　

夜
間
に
子
ど
も
さ
ん
が
急
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
と
き
に
利
用
で
き
る「
こ
ど
も
救
急
電

話
相
談
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
相
談
に
応
じ
、家

庭
で
の
対
処
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ほ

か
、必
要
に
応
じ
て
受
診
可
能
な
医
療
機
関

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル 
＃
８
０
０
０

	

ま
た
は　
０
２
４（
５
２
１
）３
７
９
０

実
施
時
間　
午
後
7
時
か
ら
翌
朝
8
時

料
金　
相
談
料
無
料

	

（
※
通
話
料
は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
県
庁
地
域
医
療
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
２
１

　

福
島
県
の
風
景
や
街
並
み
、文
化
遺
産
、食

べ
物
な
ど
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。入
賞
者
に

は「
び
ゅ
う
商
品
券
10
万
円
」な
ど
豪
華
賞
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。ま
た
、入
賞
作
品
は「
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
マ
ガ
ジ
ン
10
月
号
」に
掲
載
し
ま
す
。

対
象　
平
成
24
〜
26
年
の
3
月
〜
6
月
に
福

島
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

応
募
方
法　
デ
ジ
タ
ル
一
眼
W
e
b
サ
イ
ト

「
G
A
N
R
E
F
」内
コ
ン
テ
ス
ト
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。サ
イ
ト

へ
の
登
録（
無
料
）が
必
要
で
す
。

応
募
期
限　
7
月
18
日
㈮

問
県
庁
観
光
交
流
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
３
９
８

検 

索

福
が
満
開　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

検 

索

福
島
県
展

検 

索

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

案
　
内

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら

案
　
内

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
へ

募
　
集

「
第
68
回
県
展
」

あ
な
た
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

I N F O R M A T I O N

県 からの お 知らせ

27
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

　

申
告・納
付
等
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
場

合
は
、期
限
ま
で
に
申
告・納
付
等
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
市
町
村　
田
村
市
、南
相
馬
市
、

	

川
俣
町
、広
野
町
、楢
葉
町
、富
岡
町
、

	

川
内
村
、大
熊
町
、双
葉
町
、浪
江
町
、

	

葛
尾
村
、飯
舘
村

問
最
寄
り
の
県
地
方
振
興
局
県
税
部

	

ま
た
は　
県
庁
税
務
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
６
８

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
県
の
復
興
へ
向
け
た
取

組
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ふ
く
し
ま

復
興
県
民
債
」を
発
行
し
ま
す
。

対
象　
県
内
在
住・勤
務・本
県
出
身
の
個
人

ま
た
は
県
内
に
営
業
拠
点
が
あ
る
法
人・

団
体
な
ど

申
込
限
度
額　
10
万
円
〜
２
千
万
円（
10
万

円
単
位
）

発
行
総
額　
40
億
円

償
還
年
限　
５
年

購
入
方
法　
東
邦
銀
行
、福
島
銀
行
、大
東
銀

行
お
よ
び
県
内
８
信
用
金
庫
の
本・支
店
で

購
入
で
き
ま
す
。（
発
行
総
額
を
超
え
た
時

点
で
終
了
） 

詳
し
く
は
、取
扱
金
融
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
５
月
16
日
㈮
〜
26
日
㈪

利
率　
５
月
15
日
㈭ 

午
後
に
決
定
予
定

発
行
日　
５
月
29
日
㈭

問
県
庁
財
政
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
２
９

案
　
内

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
の

申
告
納
付
期
限
延
長
解
除

募
　
集

「
福
が
満
開
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

ふ
く
し
ま
の
春
の
写
真
を
ご
応
募
く
だ
さ
い

案
　
内

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

検 

索

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

募
　
集

ふ
く
し
ま
復
興
県
民
債

県の情報をなかなか目にすること聞くことができない老人には助かります。また、元気が出ます。復興の願いを目で感じ、心で感じたいと思
います。( 二本松市 70 代女性 )

14ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2014.4 月号読者からのお便り
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